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１．３号炉原子炉建屋内緊急時対策所代替交流電源設備損傷時の緊急時対応の考え方につ

いて 

 

３号炉原子炉建屋内緊急時対策所の原子炉建屋脇の常設電源車が 2 台同時に使えな

くなるケースとして，３号炉原子炉建屋内緊急時対策所への竜巻襲来を想定するが，３

号炉原子炉建屋内緊急時対策所と免震重要棟内緊急時対策所とは直線距離で約 700m 離

れた位置に設置しており，同一竜巻による共通要因被災を免れることが出来ると考え

られる。３号炉原子炉建屋内緊急時対策所と免震重要棟内緊急時対策所の位置的関係

を図 1-1 に示す。そのため，３号炉原子炉建屋内緊急時対策所への竜巻襲来時にも柏崎

刈羽原子力発電所の緊急時対策所機能を維持することが可能であると考えている。 

 

仮に３号炉原子炉建屋内緊急時対策所が竜巻被災した場合，先ずは免震重要棟内緊

急時対策所を活用し，必要な情報収集と対応業務の指揮命令，及び関係箇所との通信連

絡を行うことが重要であると考えている。免震重要棟内緊急時対策所を活用すること

で襲来した竜巻に伴う災害対応全般を迅速に行いつつ，それと並行して被災した３号

炉原子炉建屋内緊急時対策所拠点の復旧活動の指揮についても，免震重要棟内緊急時

対策所から行うことになる。 

 

 

（本頁，以下空白）
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図 1-1 緊急時対策所 2拠点の配置と竜巻影響範囲
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《8/2 ヒアリング時コメント回答》 

① ３号炉原子炉建屋内緊急時対策所用代替交流電源設備の自主的な取り組みについて 

 

３号炉原子炉建屋内緊急時対策所用代替交流電源設備が機能喪失した場合において，３

号炉原子炉建屋内緊急時対策所へ電力を供給することを目的として電源車を配備する。 

本系統は，図①-1 のとおり電源車を３号炉原子炉建屋北側に設置する電源車ケーブル接

続箱に接続し，図①-2 のとおり３号炉の電気設備を経由し，３号炉原子炉建屋内緊急時対

策所へ電力を供給する。 

なお，本設備は事業者の自主的な取り組みで設置するものである。 

 

１．主要設備の仕様 

主要設備の仕様を以下に示す。 

（１）電源車（6 号及び 7 号炉用から転用） 

エンジン 

個 数 ：2（予備 7） 

使用燃料 ：軽油 

発電機 

個 数 ：2（予備 7） 

種 類 ：横軸回転界磁 3 相同期発電機 

容 量 ：約 500kVA/台 

力 率 ：0.8 

電 圧 ：6.9kV 

周 波 数 ：50Hz 

取付箇所 ：荒浜側高台保管場所及び大湊側高台保管場所  

 

（２）切り替えの容易性（参考） 

   電源車から３号炉原子炉建屋内緊急時対策所へ電源供給する系統において，３号炉

非常用交流電源から電源車へ切り替えるために必要な電源系統の操作は，３号炉非常

用交流電源設備の隔離及び電源車の接続として，３号炉非常用交流電源設備の遮断器

を設けることにより速やかな切り替えが可能な設計とする。 

なお，電源車からのケーブルは，ボルト・ネジ接続すること，及び接続状態を目視で

確認できることから，確実に接続が可能な設計とする。 

   これにより図①-3で示タイムチャートの通り速やかに切り替えが可能である。 
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図①-1 電源車ケーブル接続箱箇所
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図①-2 ３号炉原子炉建屋内緊急時対策所電気設備 単線結線図 

  

（略語）

R/B：原子炉建屋

C/B：コントロール建屋

M/C：メタルクラッド開閉装置

P/C：パワーセンタ

MCC：モータ・コントロール・センタ

【凡例】

：非常用ディーゼル発電機

：遮断器

：配線用遮断器

：電源車
(常設代替交流電源設備)

D/G

Ｇ

充電器

6.9kV M/C 3C

動力変圧器

Ｄ/Ｇ
(3A)

蓄電池
1,200Ah

3号炉
原子炉建屋内
緊急時対策所

Ｇ Ｇ

480V
MCC 3C-1-2

480V
MCC 3C-1-3

M/C 3SA-2 M/C 3SB-2

480V P/C 3C-1

蓄電池
1,000Ah

480V
MCC 3C-1-4

480V
MCC 3C-1-7

480V
MCC 3C-1-1

蓄電池
4,000Ah

充電器

無停電電源装置
（交流120Vﾊﾞｲﾀﾙ

電源設備）

：重大事故等対処設備

3号炉原子炉建屋内
緊急時対策所用電源車

（常設代替交流電源設備）

負荷変圧器

Ａ Ｂ

交流分電盤① 交流分電盤②

〇換気空調設備
〇照明設備
（コンセント負荷含む）
〇必要な情報を把握できる設備
・緊急時対策支援システム伝送
装置

・SPDS表示装置
〇通信連絡設備
・無線連絡設備
・衛星電話設備
・統合原子力防災ネットワーク
を用いた通信連絡設備

・局線加入電話設備
・テレビ会議システム
・電力保安通信用電話設備(FAX)
・衛星電話設備（社内向）
〇放射線管理設備

〇照明設備
（コンセント負荷含む）
〇通信連絡設備
〇放射線管理設備

[使用可能な場合]
〇通信連絡設備
・電力保安通信用
電話設備

[使用可能な場合]
〇通信連絡設備
・送受話器

：３号炉設備

※ａ

※ａ

充電器

電源車ケーブル接続箱
（３号炉原子炉建屋北側） ：自主的な取り組み
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図①-3 ３号炉原子炉建屋内緊急時対策所用代替電源設備を電源車にて復旧する場合のタ

イムチャート 

 

 

（本頁，以下空白） 

  

 

 

  

手順の項目 要員

２
名

２
名

経過時間（分）

３号炉原子炉建屋内緊
急時対策所用代替電源
設備を電源車にて復旧
する手順

０ 10 20 30 40 50

電源車起動・起動不可

交流分電盤②受電切替

交流分電盤①受電切替

交流分電盤①への移動

▽電源車にて復旧指示

大湊側高台保管場所へ移動

60 70 80 90

電源車点検

３号炉原子炉建屋北側へ移動

100 110

ケーブル接続

電源車起動・起動後確認

120

電源配置場所へ移動
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《8/2 ヒアリング時コメント回答》 

② 電源車台数の考え方について 

 

３号炉原子炉建屋内緊急時対策所用代替交流電源設備が竜巻によって機能喪失した場合

において，３号炉原子炉建屋内緊急時対策所へ電力を供給することを目的として，自主的な

取り組みとして使用する電源車については，６号及び７号炉の重大事故等発生時に使用す

る可搬型代替交流電源設備（電源車）９台の中から転用する。 

 

これは，以下の理由から，３号炉原子炉建屋内緊急時対策所用代替交流電源設備の竜巻に

よる損傷と重大事故等への対応としての可搬型代替交流電源設備（電源車）の使用は同時に

発生しないと判断できるためである。 

 

・設計竜巻（風速 92m/s）が襲来した場合においては，頑健な建屋や竜巻防護ネット等の

防護対策設備等による防護により，安全機能を維持できるため，重大事故等が発生する

ことはないこと 

 

・重大事故等と同時に発生しうると想定する竜巻（年超過確率 10-1程度）の規模は F0下

限値（風速 17m/s）以下であり，３号炉原子炉建屋内緊急時対策所用代替交流電源設備

に対して有意な影響を与える規模ではないこと 

 

なお，竜巻以外の想定する外部事象（自然現象，人為事象）に対しては，３号炉原子炉建

屋内緊急時対策所用代替交流電源設備の機能を維持できることを確認している。 

 

 

 （本頁，以下空白） 


